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【注意事項】「工事完成図書XMLビューア」が使用できない場合の対処方法につきまして

Microsoft社のInternet Explorer 11 は廃止され、2022 年 6 月 15 日にサポートが終了します。
それに伴い、提出データ出力時に添付している「工事完成図書XMLビューア」が使用できなくなります。
そのため、 Internet Explorer 11 廃止後は各電子納品チェックシステム等に内蔵されたビューアで閲覧または、
提出データ出力時にXSLスタイルシートを添付して閲覧のいずれかの方法で閲覧いただくようお願い申し上げます。

下記操作手順にて閲覧をお願いいたします。
(1)国土交通省のチェックシステムで閲覧（一般土木工事、電気通信設備、機械設備工事の場合）
(2)国土交通省の電子成果品作成支援・検査システムで閲覧（営繕工事の場合）
(3)提出データにXSLスタイルシートを添付してGoogle Chrome で閲覧
(4)提出データにXSLスタイルシートを添付してFirefoxで閲覧
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(1)国土交通省のチェックシステムで閲覧
（一般土木工事、電気通信設備、機械設備工事の場合）
●電子納品チェックシステム
下記より国土交通省の電子納品チェックシステムをダウンロードする。
https://www.cals-ed.go.jp/edc_download/
（一般土木工事の場合）
→電子納品チェックシステム（土木）Ver.17.0.1
（電気通信設備の場合）
→電子納品チェックシステム（電通）Ver.11.0.1
（機械設備工事の場合）
→電子納品チェックシステム（機械）Ver.9.0.1

※電子納品チェックシステムのインストールには管理者権限のある
Windowsアカウントで実行してください。
※電子納品チェックシステムのセットアップ手順につきましては、上
部URLのダウンロードページにございます、「セットアップマニュアル
(土木、電通、機械)」をご参照ください。
※画面は「一般土木工事」のものですが、「電気通信設備」及び
「機械設備工事」でも同様となります。

(1)-1.チェックシステムを起動し、
選択画面を「キャンセル」で閉じる。
上部にある「ビューア」アイコンをクリックする。

https://www.cals-ed.go.jp/edc_download/
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(1)-3.出力した提出データのフォルダを開き、
「INDEX_C.XML」を選択し「開く」をクリックする。

(1)-2.表示された選択画面の「参照」をクリックする。
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(1)-4.ビューアが表示され、出力した完成図書が閲覧できる。
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(2)-1.電子成果品作成支援・検査システムを起動し、
「検査」をクリックする。

(2)国土交通省の電子成果品作成支援・検査システムで閲覧（営繕工事の場合）

●電子納品成果品作成支援・検査システム
下記より国土交通省の電子納品成果品作成支援・検査システムをダウンロードする。
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_densiseikahin4.1_00001.html

※電子納品成果品作成支援・検査システムのインストールに関しましては、上部ダウンロードページにございます
「電子成果品作成支援・検査システムVer4.1利用マニュアル」をご参照くださいませ。

(2)-2.出力した提出データのフォルダを選択し、
「OK」をクリックする。

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_densiseikahin4.1_00001.html
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(2)-3.「営繕工事」をクリックする。 (2)-4.フォルダの構成の確認及びチェックができる。
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(3)-1.工事管理画面から出力したい工事を選択し、
「提出データ」をクリックする。

(3)提出データにXSLスタイルシートを添付してGoogle Chrome で閲覧
※画面は「現場編集長CALSMASTER」のものですが、「公共工事電子納品統合システム」「PHOTOMASTER Plus」でも同様となります。

(3)-2.「完成図書の出力(L)」をクリックする。
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(3)-3.出力先を指定し、出力条件の「スタイルシートを添付する」に
チェックを付け、「次へ」へ進み、指示に従い提出データを出力する。

(3)-4. スタートボタンから「Google Chrome」を右クリックし、
「その他」の「ファイルの場所を開く」をクリックする。
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(3)-5.開いたエクスプローラーの「Google Chrome」を右クリックし、
「ファイルの場所を開く」をクリックする。

(3)-6.「chrome.exe」を右クリックから「コピー」する。
デスクトップまたは任意のフォルダで右クリックし
「ショートカットの貼付」を行う。

(3)-7.貼り付けたショートカットを右クリックし、
「プロパティ」をクリックする。

(3)-8.ショートカットタブのリンク先欄の末尾に

【 --allow-file-access-from-files】と入力し「OK」をクリックする。

(3)-9.起動中のGoogle Chrome をすべて閉じてから、
作成したショートカットを利用してGoogle Chrome を起動する。

[

↑先頭に半角スペースが必要です。
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(3)-10. (3)-3.で出力した提出データのフォルダを開き各XMLファイルを
Google Chrome にドラッグ＆ドロップすると表示される。
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(4)-1.工事管理画面から出力したい工事を選択し、
「提出データ」をクリックする。

(4)提出データにXSLスタイルシートを添付してFirefox で閲覧
※画面は「現場編集長CALSMASTER」のものですが、「公共工事電子納品統合システム」「PHOTOMASTER Plus」でも同様となります。

(4)-2.「完成図書の出力(L)」をクリックする。
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(4)-3.出力先を指定し、出力条件の「スタイルシートを添付する」に
チェックを付け、「次へ」へ進み、指示に従い提出データを出力する。

(4)-4. 「Firefox」を開きナビゲーションバーに「about:config」
と入力し、Enterキーを押下する。
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(4)-5.「危険性を承知の上で使用する」をクリックする。 (4)-6.「設定名を検索」の欄に
「security.fileuri.strict_origin_policy」と入力する。
「security.fileuri.strict_origin_policy」の切り替えボタンをクリック
し 「false」に切り替え、起動中の「Firefox」をすべて閉じる。
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(4)-7. 「Firefox」を開き、(4)-3.で出力した提出データフォルダ内の各
XMLファイルを、「Firefox」にドラッグ＆ドロップすると表示される。


